
主な内容
●商工連だより

商工連通常総会

県青連通常総会・青年部長等研修会

県女連通常総会・ボウリング大会

持続化補助金活用事例のご紹介

●お知らせ

事業引継ぎ支援センターについて

中退共について

産業雇用安定センターについて

コレワーク西日本について

福祉共済について

●シリーズ「地域の逸品」

合同会社農未来 ＮＯＵ ＦＵＴＵＲＥ 表紙写真：香々地町（長崎鼻のひまわり畑）
耕作放棄地を開墾した岬に広がる段々畑に、春は約2,000万本の菜の
花、夏は約120万本のひまわりが畑一面に黄色い花が咲き誇ります。
敷地内では、世界的に著名なアーティスト、オノ・ヨーコ氏やチェ・
ジョンファ氏の作品が点在し、花と芸術作品を同時に楽しむことがで
きます。

大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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徹
底
し
た
経
営
支
援
と
地
域
活
性
化
の
た
め
に

平
成
29
年
度 

商
工
連
通
常
総
会
を
開
催

挨拶を述べる広瀬知事

　

景
気
回
復
基
調
は
続
い
て

　

い
る
が
、
依
然
と
し
て

　

経
済
環
境
は
厳
し
い
状
況

　

日
本
経
済
は
、欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

の
政
治
リ
ス
ク
や
米
国
新
政
権
の
政

策
な
ど
に
よ
る
海
外
経
済
の
不
透
明

感
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
経
済
対
策
に

伴
う
効
果
に
よ
り
、
景
気
回
復
基
調

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
の
景
況
調
査
報
告
に

よ
り
ま
す
と
、
地
域
経
済
に
お
き
ま

し
て
も
、
産
業
全
体
に
お
け
る
景
況

感
は
前
期
と
比
べ
る
と
改
善
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
会
会
員
の
大
部
分
を

占
め
る
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

社
会
保
険
料
等
の
増
加
に
よ
る
将
来

的
な
負
担
増
に
対
す
る
生
活
防
衛
意

識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
個
人
消
費
に

力
強
さ
は
み
ら
れ
ず
、
厳
し
い
経
済

環
境
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

伴
走
型
支
援
の
強
化

　

本
会
で
は
昨
年
度
、
会
員
企
業
の

抱
え
る
経
営
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
巡
回
訪
問
・
支
援
の
経

営
改
善
普
及
事
業
の
徹
底
に
よ
り
伴

走
型
支
援
の
充
実
に
努
め
、
経
営
計

画
作
成
支
援
や
販
路
開
拓
等
の
取
り

組
み
、
経
営
革
新
や
創
業
支
援
な
ど

に
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、経
営
革
新
・

創
業
の
支
援
強
化
を
は
じ
め
、
中
小

企
業
等
の
経
営
力
向
上
の
た
め
の
支

援
強
化
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
等
を
展
開
し
、
地

域
資
源
の
活
用
と
販
路
開
拓
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
工
会
地
域
に
お
い
て

も
経
営
者
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
お
り
、
事
業
承
継
の
円
滑
化
に
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
会
で
は
第
１
号
議
案
か
ら
第
４

号
議
案
が
審
議
さ
れ
、
平
成
28
年
度

の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
な
ど
が
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
第
４
号
議
案
で
は
、
玖
珠

町
商
工
会
の
河
野
前
会
長
と
県
青
年

部
連
合
会
の
首
藤
前
会
長
の
ご
退
任

に
伴
う
役
員
の
補
欠
選
任
が
上
程
さ

れ
、
玖
珠
町
商
工
会
の
原
会
長
と
県

青
年
部
連
合
会
の
大
内
会
長
が
理
事

と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
、
大
分
県
中
小
企
業
会
館
で
、
平
成
29
年
度
大
分
県
商
工

会
連
合
会
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
広
瀬
勝
貞
大
分
県

知
事
、
井
上
伸
史
大
分
県
議
会
議
長
、
緒
方
広
幸
日
本
政
策
金
融
公
庫

大
分
支
店
長
、
神
﨑
忠
彦
商
工
労
働
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
森
竹
治
一
商
工
連
会
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

表
彰
お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　

総
会
の
開
会
に
先
立
っ
て
、
優
良

役
員
表
彰
と
商
工
貯
蓄
共
済
及
び
会

員
福
祉
共
済
事
業
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

優
良
役
員
表
彰
で
は
、
次
の
６
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会
３
名
）

　

遠
入　

勝
好
、
中
村　

詔
治
、

　

古
園　

智
大

（
西
国
東
商
工
会
１
名
）

　

大
海　

光
永

（
日
出
町
商
工
会
１
名
）

　

中
島　

洋

（
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
１
名
）

　

清
家　

好
文

※
敬
称
略

　

商
工
貯
蓄
共
済
及
び
会
員
福
祉
共

済
事
業
表
彰
で
は
、
優
良
団
体
表
彰

に
貯
蓄
共
済
部
門
６
商
工
会
、
福
祉

共
済
部
門
は
３
商
工
会
、
優
良
加
入

者
表
彰
に
13
商
工
会
62
名
、
そ
し
て

優
良
役
職
員
表
彰
の
貯
蓄
共
済
部
門

６
商
工
会
10
名
、
福
祉
共
済
部
門
は

３
商
工
会
６
名
の
方
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

（
優
良
団
体
表
彰
の
部　

貯
蓄
共
済
部
門
）

　

姫
島
村
商
工
会

　

日
出
町
商
工
会

　

九
重
町
商
工
会

　

野
津
原
町
商
工
会

　

野
津
町
商
工
会

　

佐
伯
市
番
匠
商
工
会　

（
優
良
団
体
表
彰
の
部　

福
祉
共
済
部
門
）

　

日
田
地
区
商
工
会

　

野
津
町
商
工
会

　

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会

挨拶を述べる森竹会長

議長を務めた首藤会長
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経
営
者
の

時
間
管
理
方
法
を
学
ぶ

商
工
会
青
年
部
長
等
研
修
会

　

４
月
25
日
、
大
分
県
中
小
企
業

会
館
で
、
平
成
29
年
度
大
分
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
（
首
藤
優
作

会
長
）
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
村
上
敬
之
氏
（
由
布

市
商
工
会
）
が
議
長
と
な
り
「
平

成
28
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収

支
決
算
書
の
承
認
に
つ
い
て
」「
平

成
29
年
度
会
費
の
賦
課
な
ら
び
に

納
入
方
法
の
決
定
に
つ
い
て
」「
平

成
29
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収

支
予
算
書
の
決
定
に
つ
い
て
」
の

各
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原

案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で

は
、
再
選
を
含
む
20
人
の
役
員
が

選
任
さ
れ
、
県
青
連
会
長
に
は
大

新
会
長
に
大
内
直
樹
氏
が
就
任

平
成
29
年
度 

県
青
連
通
常
総
会
を
開
催

内
直
樹
氏
（
中
津
市
し
も
げ
商
工

会
）が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
９
月
13
・
14
日

に
開
催
す
る
、
九
州
地
区
商
工
会

青
年
部
合
同
研
修
会（
大
分
大
会
）

の
周
知
と
円
滑
な
運
営
の
実
施
に

取
り
組
む
た
め
、
結
束
力
を
強
化

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

役 職 氏　　名 所 属 商 工 会
会 長 大　内　直　樹 中津市しもげ商工会
副会長 合　谷　公　児 日 田 地 区 商 工 会
副会長 廣津留　龍　二 佐伯市あまべ商工会
理 事 竹　田　健太郎 中津市しもげ商工会
理 事 山　上　宜　人 宇 佐 両 院 商 工 会
理 事 宗　　　優　佑 西 国 東 商 工 会
理 事 大　海　一　平 姫 島 村 商 工 会
理 事 今　冨　正　幸 国 東 市 商 工 会
理 事 安　部　喜　行 杵 築 市 商 工 会
理 事 城　　　英　哲 日 出 町 商 工 会
理 事 小　田　裕一郎 日 田 地 区 商 工 会
理 事 竹　内　智　彦 玖 珠 町 商 工 会
理 事 梅　木　隆　男 九 重 町 商 工 会
理 事 田　浦　一　功 野 津 原 町 商 工 会
理 事 首　藤　匡　輔 九州アルプス商工会
理 事 髙　柳　東　洋 豊 後 大 野 市 商 工 会
理 事 藤　原　正　康 野 津 町 商 工 会
理 事 市　原　　　豪 佐 伯 市 番 匠 商 工 会
監 事 津　田　貴　之 由 布 市 商 工 会
監 事 川　野　健太郎 佐伯市あまべ商工会

※敬称略

　

県
青
連
総
会
の
開
催
同
日
、
同

会
場
で
商
工
会
青
年
部
長
等
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
青
年
部
員
ら
約

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会

で
は
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
＆
Ｄ
ｏ
㈱　

代

表
取
締
役　

堀
越 

吉
太
郎
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
ガ
ー
バ
ー
流
仕

組
み
経
営　

８
つ
の
条
件
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
か
ら
は
、
自
社
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
仕
組
み
化
す
る
方
法
と
、
経

営
者
の
時
間
管
理
の
重
要
性
を
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

※
マ
イ
ケ
ル
Ｅ
・
ガ
ー
バ
ー

米
国
。
世
界
初
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

チ
ン
グ
会
社
を
設
立
。
ス
モ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

大内新会長首藤前会長

研修風景

堀越講師

商工連だより
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ご利用ください！
信用保証

http://www.oita-cgc.or.jp/

中小企業をバックアップする
「確かな公的保証人」

　

４
月
28
日
、
大
分
県
中
小
企
業
会

館
で
、
平
成
29
年
度
大
分
県
女
性
部

連
合
会
（
後
藤
政
子
会
長
）
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
平
成
29

年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
な
ど

３
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で

は
、
再
選
を
含
む
17
人
の
役
員
が
選

任
さ
れ
、
県
女
性
連
会
長
に
は
後
藤

政
子
（
佐
伯
市
番
匠
）
氏
が
再
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
の
女
性
部
長

等
研
修
会
で
は
、
今
年
度
の
継
続
事

業
で
も
あ
る
「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
事

業
」
に
つ
い
て
、
昨
年
度
、
事
業
を

実
施
し
た
、
九
重
町
、
佐
伯
市
番
匠
、

佐
伯
市
あ
ま
べ
の
各
女
性
部
が
「
事

業
実
施
内
容
報
告
発
表
」
を
行
い
ま

し
た
。
苦
労
し
て
実
践
に
至
る
ま
で

の
経
緯
等
、
今
年
度
の
事
業
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
参
考
に
な
る
事
例

発
表
で
し
た
。

役職 氏　　名 所　属 役職 氏　　名 所　属

会　長 後　藤　政　子 佐 伯 市 番 匠 理　事 後　藤　朝　子 玖 珠 町

副会長 吉　弘　貞　子 日 出 町 理　事 梅　木　ひとみ 九 重 町

副会長 高　倉　セツ子 由 布 市 理　事 森　脇　久　代 九州アルプス

理　事 河　野　孝　子 中津市しもげ 理　事 衞　藤　加代子 豊 後 大 野 市

理　事 成　重　紀　子 西 国 東 理　事 森　尾　由　子 野 津 町

理　事 島　崎　真衣子 姫 島 村 理　事 中　島　豊　美 佐伯市あまべ

理　事 西　田　文　代 国 東 市 監　事 安　部　二美子 宇 佐 両 院

理　事 山　下　和　子 杵 築 市 監　事 小　出　奈津枝 野 津 原 町

理　事 飯　田　哲　子 日 田 地 区 ※敬称略

　

６
月
４
日
（
日
）
県
内
女
性
部

員
関
係
者
３
６
０
名
を
超
え
る
参

加
の
も
と
、
別
府
市
の
ス
ギ
ノ
イ

ボ
ウ
ル
で
女
性
部
親
善
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
、
商
工
会
長
さ
ん
も
一
緒

に
プ
レ
イ
し
、
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ス

ペ
ア
が
出
る
た
び
に
歓
喜
に
沸

き
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

３
ブ
ロ
ッ
ク
５
地
区
対
抗
で
競
っ

平
成
29
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会

及
び
女
性
部
長
等
研
修
会

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
ボ
ー
ル
に
込
め
て

女
性
部
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

た
団
体
の
部
は
２
年
連
続
と
な
る

県
央
地
区
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
の
部
は
、
ス
コ
ア

１
８
０
の
好
成
績
で
見
事
、
守
口

美
香
さ
ん
（
中
津
市
し
も
げ
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。

個人の部優勝　守口美香さん

団体の部優勝　県央地区へ優勝旗等授与 熱気あふれる会場の様子

２ゲームも頑張った商工会長さんと山田専務

研修会の様子

➍
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「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
『トータルデザインを作成し、全国に販路拡大していくことで

「姫島ブランド」の確立を目指す』
●補助事業に取り組むきっかけ、背景

弊社は「地元産品を活用することで地域に元気と笑顔を創出し、より良い社
会を次世代に繋ぐ」という企業理念を掲げ、特に高齢化や不漁により衰退しつ
つある一次産業に、もう一度光を当て、弊社のみならず地域の持続的発展に寄
与したいと考えています。
補助事業内容は、①姫島のイメージと弊社取扱商品の「安心・安全」をお客

様に伝えるトータルデザインを制作しました。②取扱商品を外部機関へ依頼し
て成分検査を行いました。また、催事販売等を通して百貨店等に働きかけ、定
番商品としての売場確保を目指しました。
事業実施の効果として、トータルデザインにより自社商品に纏まりが生まれ、

同一社の商品であるとの認識率が高まりました。また、のれんやのぼり、垂れ
幕等の使用により、売場が認識しやすくなり、既存顧客のリピート、新規客の
来店に繋がりました。商品の成分検査では、自社商品の説明の際に検査結果の
情報を盛り込むことで、より詳しく説明でき、顧客の安心・信頼度も高まりました。

代表取締役　小岩直和さん

ミニのぼり

会 社 名：株式会社おおいた姫島
代表者名：小岩 直和
所 在 地：大分県東国東郡姫島村2051番地
電　　話：0978-87-2067
Ｆ Ａ Ｘ：0978-87-2068
Ｈ　　Ｐ：http://oita-himeshima.jp/

➎

商工連だより



●ホテル FINO

●トキハ

●大分市役所

●NTT ●

庁
県
分
大

●

局
便
郵
央
中
分
大

●

店
本
行
銀
分
大

●

●

大分城址公園

大分恒和ビル
7階

大分合同
新聞社

産雇センター
〒870-0021  大分市府内町３-４-20  大分恒和ビル７階
TEL097-538-0512　FAX097-540-5420

大分事務所　（略称：産雇センター）
ご利用時間　９：00～17：15（土、日、祝日を除く）

検 索産業雇用

最新情報はインターネットでどうぞ
http://www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の

次のような時、当センターへご連絡・ご相談下さい。担当者が訪問致します。

当センターは、厚生労働大臣から在職者についての無料職業紹介事業の許可を受けています。ご利用についての費用は無料です。

□ 人材を送り出したいとき（出向・移籍）
　 事業の縮小、合理化などでやむなく人員削減をせざるを得ないとき

□ 人材を受け入れたいとき（求人）
　 事業の拡大・欠員補充などで必要な人材を採用したいとき

人事担当の皆様へ

出向・移籍をサポートします!出向・移籍をサポートします!出向・移籍をサポートします!

検 索

お知らせ

➏



お知らせ

➐



７
月
号
V
o
l.2
9
1

合同会社 農未来 ＮＯＵ　ＦＵＴＵＲＥ
所在地：国東市国東町来浦696
電　話：0978-75-4729
Ｈ　Ｐ：http://noufuture.wpblog.jp/

「
自
然
栽
培（
無
肥
料
・
無
農
薬
）
の
お
米
を
使
っ
た

無
添
加
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
食
品
」

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
農
薬
を
使
わ
な
い
り
ん
ご
や
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た

が
、
去
る
東
日
本
大
震
災
で
農
地
を
全
て
失
い
、
再
起
を
か
け
て
国
東
市
に
夫
婦
で

移
農
し
ま
し
た
。

『
自
然
と
共
に
生
き
る
』
を
基
本
理
念
と
し
て
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
国

東
半
島
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
農
業
に
こ
だ
わ
り
、
い

つ
ま
で
も
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
想
い
を
直
接
お
届
け
し
た
い
の
で
、
市
場
出
荷
は
せ
ず
に
個
々
の
お
客
様
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、
生
産
側
と
消
費
側
の
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
を
心
が
け
、
お

客
様
の
ご
意
見
を
１
番
に
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
の
商
品
は
、
自
然
栽
培
（
肥
料
や
農
薬
を
一
切
使
わ
な
い
栽
培
方
法
）
の
お

米
を
原
料
に
、
独
自
の
技
術
で
増
粘
剤
・
添
加
物
・
グ
ル
テ
ン
・
で
ん
粉
等
の
繋
ぎ

を
使
わ
ず
に
加
工
す
る
こ
と
で
、
化
学
物
質
過
敏
症
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
も
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
無
添
加
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
食
品
で
す
。

米
粉
の
「
喜
び
粉　

玄
米
粉
」（
税
込
６
４
８
円
）「
喜
び
粉　

米
粉
」（
税
込

７
０
２
円
）
は
、
32
ミ
ク
ロ
ン
の
極
細
粉
で
す
。
粒
子
が
細
か
い
の
で
お
菓
子
作
り

に
も
最
適
で
、
揚
げ
物
の
衣
で
使
え
ば
パ
リ
ッ
と
仕
上
が
り
ま
す
。

お
米
で
作
っ
た
マ
カ
ロ
ニ
の
「
胚
芽
こ
め
ろ
に
」「
玄
米
こ
め
ろ
に
」（
税
込

３
４
５
円
）、
お
米
で
作
っ
た
め
ん
「
胚
芽
め
ん
」「
玄
米
め
ん
」（
税
込
３
４
５
円
）

は
、
塩
も
使
っ
て
い
な
い
た
め
、
小
さ
な
お
子
様
や
ご
老
齢
の
方
、
減
塩
食
の
方
や

ペ
ッ
ト
も
食
べ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

お
米
で
作
っ
た
シ
リ
ア
ル
「
胚
芽
シ
リ
ア
ル
」「
玄
米
シ
リ
ア
ル
」（
税
込
２
３
７

円
）
は
ノ
ン
フ
ラ
イ
で
作
り
、
乾
煎
り
や
油
で
揚
げ
れ
ば
サ
ク
サ
ク
感
が
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
ま
た
、
水
分
を
含
む
と
ぷ
る
ぷ
る
と
し
た
食
感
に
変
化
し
て
、
こ
れ
も
美
味

し
い
で
す
。
サ
ラ
ダ
の
上
に
乗
せ
た
り
、ス
ー
プ
に
入
れ
た
り
と
用
途
は
多
彩
で
す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

▲代表社員　村田光貴氏


